
主
要
鉄
道
駅

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅

詳しくは

タクシーセンター

ホームページで

　
主
要
鉄
道
駅
の
調
査
は
、
Ｊ

Ｒ
新
大
阪
駅
な
ど
９
箇
所
で
実

施
し
ま
し
た
。

　
全
輸
送
回
数
は
８
，
２
２
６

回
で
、
前
年
比
４
３
０
回
増

（
５
．
５
％
増
）
で
し
た
。

　

最
も
輸
送
回
数
が
多
い
の

は
、
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
の
２
，

６
０
５
回
で
、
前
年
比
４
．

６
％
減
で
し
た
。
構
成
率
は
、

全
輸
送
回
数
の
３
１
．
７
％

で
し
た
。

　

次
い
で
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
１
，

０
９
２
回
、
北
大
阪
急
行
千

里
中
央
駅
１
，
０
０
８
回
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
タ
ク
シ
ー
乗
場
の
時
間

帯
別
輸
送
回
数
の
う
ち
、
最

も
多
い
時
間
帯
は
21
時
台
の

２
７
３
回
で
前
年
比
１
９
．

２
％
増
（
令
和
４
年
21
時
台

２
２
９
台
）で
し
た
。
次
い
で
、

多
い
の
は
12
時
台
の
２
３
５

台
で
前
年
比
２
．
６
％
増
（
令

和
４
年
12
時
台
２
２
９
台
）

で
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

乗
場
の
時
間
帯
別
輸
送
回
数
の

う
ち
、
最
も
多
い
時
間
帯
は
17

時
台
の
25
回
で
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月
21
日（
木
）
に
主
要
タ
ク
シ
ー
乗
場
で
タ
ク
シ
ー
輸
送
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

乗
場
別
の
利
用
回
数
や
利
用
の
多
い
時
間
帯
な
ど
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

過
去
５
年
の
比
較
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状
把
握
や
比
較
検
討
な
ど
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
度
、

外
国
人
観
光
客
等
に
少
し
で
も
ス
ト

レ
ス
な
く
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
①
は
、
タ
ク
シ
ー

運
転
者
の
皆
さ
ん
に
待
機
場
の
入
構

状
況
の
提
供
。
②
・
③
は
利
用
状
況

を
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
映
像
を

配
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
メ
ラ
映
像
を
現
在
調
整

し
て
お
り
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
配
信
開

始
は
、
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
事
業
者
、
運
転
者
の
皆
さ
ん
に

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
ア
ク
セ
ス

い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
設
置
箇
所
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　
個
人
情
報
の
観
点
か
ら
、
利
用
者

並
び
に
タ
ク
シ
ー
車
両
が
特
定
で
き

な
い
程
度
に
、
画
像
処
理
を
施
し
配

信
し
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、一切
記

録
は
し
ま
せ
ん
。

～
タ
ク
シ
ー
乗
場
「
見
え
る
化
」
へ
の
取
組
み
～

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

12
月
中
旬
配
信
開
始

各カメラの設置目的
①タクシー運転者への情報提供
②乗場直近、利用者への情報提供
③乗場直近、利用者への情報提供

※�個人情報の観点から顔の判別ができない程度まで
画像処理をします。車両ナンバーも判別できない
ように画像処理をします。

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー
乗
場
へ
の
案
内
人
配
置
に
つ
い
て

　
本
年
12
月
20
日
（
水
）
か
ら
翌
年
１
月
８
日
（
月
）

ま
で
（
元
日
・
２
日
は
除
く
）
の
年
末
年
始
の
タ
ク

シ
ー
利
用
繁
忙
期
に
、Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー
乗
場

（
14
時
～
22
時
の
時
間
帯
）
に
案
内
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

利
用
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
乗
場
で
誘
導

案
内
を
行
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
ど
お
り
、
運
転
者
の
皆

様
で
お
願
い
し
ま
す
。

大阪地域の登録等現況

osaka taxi center
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項目
特定指定地域 単位地域

計 計
登録運転者数 20,010（591） 2,141（68）
運 転 者 証 16,682（476） 1,792（59）
事業者乗務証 2,346（25） −　（−）

（大阪府A） （大阪府 B）
（女性） （女性）

（法人）
（法人）
（個人）

※令和５年10月末現在� （　）は再掲

主
要
鉄
道
駅
の
全
輸
送
回
数　
前
年
比
５
．
５
％
増　
令
和
５
年　
輸
送
実
態
調
査
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＜グラフ１＞主要鉄道駅別輸送回数

①タクシー待機場トイレ壁面 ②ジャンボタクシー乗場標識への設置

③元ジャンボタクシー乗場標識への設置
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第
39
回
指
導
主
任
者
（
補
助
者
）
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

桜
川
共
同
休
憩
所
で
テ
レ
ビ

取
材
が
あ
り
ま
し
た

年
末
年
始
休
業
の�

�
�

お
知
ら
せ

○
休
業
日

　
令
和
５
年
12
月
29
日
（
金
）
～

�

令
和
６
年
１
月
３
日
（
水
）

　
※�

桜
川
共
同
休
憩
所
も
同
じ
。

<

総
務
課>

�
�

�

０
６

－

６
９
３
３

－

５
６
１
１

○
研
修
に
つ
い
て

　
ご
希
望
さ
れ
る
受
講
科
目
別
の

詳
細
に
つ
い
て
は
研
修
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

<

研
修
所>

�
�

�

０
６

－

６
９
３
３

－

５
６
１
６

○
運
転
者
証
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
休
業
期
間
中
に
運
転

免
許
証
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、

延
長
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
使
用

し
、
業
務
開
始
日
か
ら
一
週
間
以

内
に
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

<

登
録
課>

�
�

�

０
６

－

６
９
３
３

－

５
６
１
５

　

11
月
14
日
（
火
）、
韓
国
浦
項

市
タ
ク
シ
ー
組
合
の
10
名
の
方
が

大
阪
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
業
務
内
容
の
説
明
、

車
椅
子・白
杖・Ｕ
Ｄ
車
両
を
使
っ

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
修
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
21
日（
火
）、英
語
講
座【
初

級
編
】
を
開
催
し
、
９
名
の
方
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
（
月
）
大
阪
歴
史
博
物
館
４
階
講
堂
に
お
い
て
、
第
39
回
指

導
主
任
者
（
補
助
者
）
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
61
社
65
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
専

務
理
事�

藤
井
か
ら
の
開
催
の
挨
拶
に
続
い
て
、
行
政
並
び
に
有
識
者
を
お

招
き
し
、
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
資
質
を
高
め
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研　修　⑴
「タクシーをめぐる情勢

について」

近畿運輸局
　　大阪運輸支局

支局長　稲沢　文啓 様

研　修　⑵
「－即実践につながる－

若い世代の乗務員への
思いやり指導方法」

株式会社 JAPAN・SIQ 協会
SIQ 協会エグゼクティブ講師

平林　久充子 様

英
語
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
【
初
級
】
開
催
の
お
知
ら
せ

韓
国 

浦
項
市
タ
ク
シ
ー
組
合
が 

 

見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た

英
語
講
座【
初
級
編
】が 

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

【開 催 日】　令和５年 12月 19日（火）９:20 ～ 16:30
【会　　場】　（公財）大阪タクシーセンター　会議室
【申込締切】　�令和５年 12月 14日（木）
【定　　員】　30名
【申込方法】　�［研修申請書］に必要事項を記入の上
　　　　　　①ＦＡＸで申込み

　　　　　　②ホームページ「オンライン申請」から申込み

【受 講 料】　5,000 円
【研修項目】　・英語研修・観光研修・接遇研修
【認定試験】　令和５年 12月 25日 ( 月 )
　　　　　　実務研修を受講した者に対して行うスピーキングテスト（英語）

※詳しくはセンターホームページをご覧ください。

〈企画課〉　06-6933-5620

� センターホームページ→

【日　時】　令和５年 12月５日（火）～令和６年３月 27日（水）
　　　　　毎週火曜日・水曜日
　　　　　14：00～ 15：00（31回開講予定）

【受講対象者】　下記の①～③のいずれかの研修を受講された方、
　　　　　　　又は受講を希望されている方
� ①当センター研修所開催の外国語講座（英語）の初級編
� ②当センター研修所開催の外国語講座（英語）の実践編
� ③インターナショナルビジターズタクシー認定運転者研修

【登録制】　�事前登録制で先着 30名を登録し、1レッスンごとの
定員は 9名まで

【受講料】　無料
【申込方法】　�ホームページ「英語オンライン(skype) 講座の開催に

ついて」からのオンライン申請、または受講申込書に
必要事項を記入の上、FAXにてお申込みください。

※詳しくはセンターホームページをご覧ください。
〈企画課〉　06-6933-5620
� センターホームページ→

令
和
５
年
度
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー
ズ
タ
ク
シ
ー

実
務
研
修(

英
語)

開
催
の
お
知
ら
せ

　
毎
日
放
送
が
「
い
ま
気
に
な
る

疑
問
を
今
日
の
う
ち
に
解
決
！
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
る
生
放
送

よ
ん
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
」
で
「【
定
点

観
測
】
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
休
憩

所
」
と
題
し
て
、
桜
川
共
同
休
憩

所
で
11
月
13
日
（
月
）
に
取
材
が

あ
り
、
11
月
22
日
（
水
）
に
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
タ
ク
シ
ー
運
転
者
交
通
安
全

対
策
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
12
日
（
火
）、
近
年
、
タ
ク

シ
ー
運
転
者
の
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
を
管
理
者
の
視
点
か
ら
考
察
し
、

指
導
・
助
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す

る
交
通
安
全
対
策
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

【
講
師
】

大
阪
府
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免

許
課
高
齢
運
転
者
支
援
担
当

警
視�

橋
本�

鎮
彦�

氏

大
阪
府
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免

許
課
高
齢
運
転
者
支
援
第
二
係

警
部
補�

牧
野�

秀
一�

氏

　
当
日
は
、
33
名
の
方
に
受
講
い

た
だ
き
、

・�

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
の
現

状
等

・�

改
正
道
路
交
通
法
施
行
に
伴
う

変
更
点

・�

俊
敏
性
検
査
機
に
よ
る
俊
敏
性

年
齢
測
定

・
認
知
機
能
検
査
体
験

を
行
い
ま
し
た
。




